





















■主催 京都大学上海センタ  ー   ■共催 上海センター協力会 
■日時 2007年1月21日（日）午前９時～午後６時 










◇発表者 李培徳（香港大学）「1920 年代から 1930 年代まで上海銀行家の横領 








午後６時～７時 半 記念レセプション 
■事務連絡先 〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学大学院経済学研究科  堀 和生     
       電話 ０７５－７５３－３４３８ ﾌｧｯｸｽ ０７５－７５３－３４９９ 
       e-mail      hori@econ.kyoto-u.ac.jp 
+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 
中国西安交通大学との協力に向けて 

















策にかかる研究と提言を包括的に行うべく 1998 年 9 月に設立されたものです。西部大開発の拠点
となる都市としては西安のほかにも、成都、重慶が挙げられますが、西安交通大学のセンターは、
前陝西省党書記の張勃興氏が同センターの理事長を務めるなど、省政府の政策としても非常に重視
しているものであると言えます。 
同センターは西部地域の発展にかかる研究に関連して、電子ジャーナル「西部発展論壇」 を発
行（http://www.bestwest.com.cn/dzqk.asp?board=8）、2005年9月循環経済シンポジウムを開催し
た他、過剰農村人口の吸収、農村の活性化を主な目的とした小城鎮(農村における商工業中心の小都
市)建設政策についても、西安市を中心とし、咸陽、宝鶏などの中規模都市を骨格とする都市群の形
成を提言する等、一連の研究成果を発表、活発な活動を見せてきています。 
また、日本の大学との連携を進めてきており、潘季教授、蔡艶之副教授と早稲田大学西川潤教授
との編著になる「中国の西部開発と持続可能な発展―開発と環境保全の両立をめざして」（同友館、
2006年）において、その成果の一部が現れています。同書においては、日本にも深刻な影響を持ち
うる、中国内陸部の人口流出、貧困、さらにこれらと深い関連を持つ内陸部の環境劣化の現状、お
よび持続可能な発展の可能性を模索するという内容になっています。 
今回の会議の席上、西安交通大学、特に西部発展研究中心から、中国の国内における経済格差問
題、及び内陸部における環境問題といった分野において、京大とも協力関係を深めていきたいとの
積極的な発言がなされました。これらの分野は、京都大学としても、上海センターと地球環境学堂
が主体となり、国際協力銀行と協力して昨年度「中国環境円借款貢献度評価に係る調査 ―中国環境
改善への支援（大気、水）」を実施、その結果を中国側関係部門にもフィードバックするなど、研究
の成果を挙げてきている分野です。したがいまして、今後中国の西部大開発・内陸部経済発展の研
究や政策提言において中心的な役割を果たすことが期待される西安交通大学とのこれらの分野にお
ける協力は、更なる学術的な成果を生み出しうるものと期待されます。 
来年の上海センターシンポジウムへの協力、更にはより一般的に西部大開発・内陸部経済発展の
研究に関し、今後より具体的な計画の策定に向け協力を深めていくことになるものと思われます。 
